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６
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。
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行
い
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全
・
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心
で
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来

に
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け
継

げ
る
水
道

を
目
指
し

ま
す
。

【水道事業の業務概要】
項　目 説　明 令和６年度 令和５年度 前年度比

給水人口 水道により給水を受けている人口 29,305人 29,808人 △ 503人
給水戸数 水道により給水を受けている戸数 13,480戸 13,467戸 13戸
年間総配水量 配水池などから配水された年間水量 3,791,762㎥ 3,708,015㎥ 83,747㎥
年間有収水量 総配水量のうち料金の対象となった水量 2,840,205㎥ 2,847,108㎥ △ 6,903㎥

【下水道事業の業務概要】
項　目 説　明 令和６年度 令和５年度 前年度比

処理区域内人口 下水道が整備されている区域内の人口 22,459人 22,718人 △ 259人
水洗化人口 下水道管に接続している人口 20,320人 20,503人 △ 183人
年間総処理水量 家庭などから流された年間汚水量 2,769,749㎥ 2,699,550㎥ 70,199㎥
年間有収水量 総処理水量のうち使用料の対象となった汚水量 2,549,388㎥ 2,499,376㎥ 50,012㎥

水道事業
水道事業は約9,999万円の純利益
　水道事業は、公営企業として「地方公営企業法」に基づき、　水道事業は、公営企業として「地方公営企業法」に基づき、
水道料金を主な財源とする「独立採算制」を基本に事業を運水道料金を主な財源とする「独立採算制」を基本に事業を運
営しています。公営企業の収支は、一般会計とは違い「収益営しています。公営企業の収支は、一般会計とは違い「収益
的収支」と「資本的収支」という区分で経理を行っています。的収支」と「資本的収支」という区分で経理を行っています。
　令和６年度の水道事業会計決算についてお知らせします。　令和６年度の水道事業会計決算についてお知らせします。

下水道事業
下水道事業は約6,992万円の純利益下水道事業は約6,992万円の純利益
　下水道事業は、公共下水道と農業集落排水の２つの事業を　下水道事業は、公共下水道と農業集落排水の２つの事業を
実施しています。水道事業同様、公営企業として「地方公営実施しています。水道事業同様、公営企業として「地方公営
企業法」に基づき、下水道使用料や補助金などを主な財源と企業法」に基づき、下水道使用料や補助金などを主な財源と
する「独立採算制」を基本に事業を運営しています。する「独立採算制」を基本に事業を運営しています。
　令和６年度の下水道事業会計決算についてお知らせします。　令和６年度の下水道事業会計決算についてお知らせします。

日本水道協会キャラクター「Dr.すいどー」

【資本的収支（消費税込み）】
下水道管などの下水施設を整備するための収支

【収益的収支（消費税抜き）】
下水を処理するための収支

【資本的収支（消費税込み）】
配水管などの水道施設を整備するための収支

【収益的収支（消費税抜き）】
水道水を作り、届けるための収支
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。
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築
に
貢
献
す
る
下
水
道
を
目
指
し
ま
す
。

㉄上下水道事業所　
　☎25-5522 ▲幸地区の更新した配水管（耐震管）

貯蔵品性能検査貯蔵品性能検査市制施行70周年記念マンホール市制施行70周年記念マンホール

日本下水道協会キャラクター「スイスイ」

純利益 9,999万円

水道料金
7億5,573万円

減価償却費など
1億8,143万円

長期前受金
戻入益
3,697万円 借入金の

支払利息
1,094万円

その他の収益
5,258万円

受水費
3億151万円

※宮城県（七ヶ宿ダム）
　からの水の購入費用

施設の
維持管理費など
2億5,141万円

支出　7億4,529万円収入　8億4,528万円

補助金など 6,412万円

借入金返済額 7,915万円

借入金
2億6,220万円

施設整備費など
4億6,895万円

不足額
2億3,246万円
（繰越工事資金除く）

支出　5億4,810万円収入　3億2,632万円

補助金など
1億4,574万円

長期前受金戻入益
2億9,398万円

施設の維持管理費など
3億1,004万円

下水道使用料
5億6,365万円

純利益 6,992万円

減価償却費など
5億5,376万円

借入金の
支払利息
6,965万円

支出　9億3,345万円収入　10億337万円

分担金・補助金など
1億1,981万円

借入金
4億1,650万円4億1,650万円

借入金返済額
7億2,357万円

施設整備費など
8,083万円

不足額
2億6,878万円
（繰越工事資金除く）

支出　8億440万円収入　5億3,631万円

▲�災害監視システム構築業務により
設置した防災カメラからの映像

不⾜額には補てん財源
を充てています。

不⾜額には補てん財源
を充てています。

【補てん財源】
損益勘定留保資⾦など

（⻑期前受⾦戻⼊益分を除く）

【補てん財源】
損益勘定留保資⾦など

（⻑期前受⾦戻⼊益分を除く）
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